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学
で
あ
る
と
い
う
視
点

か
ら
も
、
実
地
の
環
境

で
学
べ
る
こ
と
は
貴
重

で
す
。
こ
う
し
た
経
験

を
通
じ
て
現
場
の
課
題

を
解
決
で
き
る
能
力
を

身
に
付
け
て
欲
し
い
」

と
語
る
西
岡
校
長
。
次

世
代
の
造
船
人
材
の
育

成
に
向
け
、
今
治
工
業

高
等
学
校
は
地
域
と
と

も
に
進
ん
で
い
き
ま
す
。

造
船
企
業
が
強
い
関
心
を
示
し
、
同
年
10
月
に
は
機

械
造
船
科
の
開
設
が
決
定
し
ま
し
た
。
宮
地
洋
安
教

頭
は「
教
育
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
造
船
教
育
推
進
委

員
会
も
設
け
ら
れ
、
年
２
回
の
会
合
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
西
岡
校
長
が
会
長
を
務
め
、
地
元
造
船
関
連
企

業
を
は
じ
め
、今
治
地
域
造
船
技
術
セ
ン
タ
ー
、今
治

市
、県
教
育
委
員
会
の
委
員
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
地
域
一
体
の
支
援
体
制
が
築
か
れ
て
い
ま
す
」

と
、
地
元
と
の
密
接
な
連
携
に
力
を
込
め
ま
す
。

造
船
の
現
場
を
そ
の
ま
ま
学
べ
る

実
習
環
境

同
校
で
の
造
船
教
育
は
初
め
て
で
、
新
学
科
開
設

に
あ
た
っ
て
は
機
械
造
船
科
の
教
師
た
ち
も
猛
勉
強

を
重
ね
ま
し
た
。「
船
が
ど
の
よ
う
に
造
ら
れ
る
か
を
、

地
元
の
造
船
所
に
通
っ
て
初
歩
か
ら
教
わ
り
ま
し
た
」

と
、機
械
造
船
科
長

の
十そ

亀が
め

伸
二
先
生

は
振
り
返
り
ま
す
。

地
域
企
業
の
協

力
は
、生
徒
の
実
習

に
も
大
き
な
力
に

な
っ
て
い
ま
す
。
造

船
会
社
か
ら
の
指

導
員
派
遣
の
ほ
か
、

実
習
や
実
験
は
企

業
の
施
設
を
借
り

る
な
ど
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
も
受
け
て
い

ま
す
。

「
造
船
は
総
合
工

地域一体となった支援体制で
次世代の造船業界の若手技術者を育成

愛媛県立今治工業高等学校（愛媛県今治市）

こ
れ
か
ら
の
造
船
業
を
担
う
若
手
人
材
を
育
て
る

た
め
、地
域
の
教
育
機
関
や
企
業
が
一
体
と
な
っ
た
技

術
教
育
が
各
地
で
始
ま
っ
て
い
ま
す
。愛
媛
県
立
今
治

工
業
高
等
学
校
で
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
新
た
に
機

械
造
船
科
を
設
置
し
ま
し
た
。
地
元
企
業
な
ど
の
協

力
に
支
え
ら
れ
て
、
造
船
業
界
を
目
指
す
高
校
生
た

ち
が
日
々
学
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

地
場
産
業
を
支
え
る
造
船
教
育
の

新
た
な
仕
組
み
づ
く
り
を

今
治
工
業
高
等
学
校
は
、
市
内
で
唯
一
の
工
業
学

校
と
し
て
75
年
の
歴
史
を
誇
る
県
立
の
工
業
高
校
で

す
。
機
械
造
船
科
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
西
岡

誠
校
長
は
、「『
地
学
地
就
』に
よ
る
次
世
代
の
担
い
手

育
成
の
視
点
か
ら
、今
治
の
一
大
地
場
産
業
で
あ
る
造

船
業
界
を
支
え
る
人
材
に
特
化
し
た
教
育
体
制
を
整

備
し
よ
う
と
い
う
目
標
が
あ
り
ま
し
た
」と
語
り
ま
す
。

新
学
科
設
置
の
き
っ
か
け
は
平
成
27
年
５
月
、愛
媛

県
知
事
と
地
域

住
民
の
意
見
交

換
会
に
お
け
る
、

「
経
済
活
性
化

に
は
造
船
業
の

継
続
的
な
繁
栄

が
必
要
」と
の
提

言
で
し
た
。
こ
の

中
に
含
ま
れ
て
い

た
高
等
学
校
の

造
船
学
科
設
置

に
知
事
や
教
育

関
係
者
、地
域
の

特集 世界と戦う船造り　～海事生産性革命（i-Shipping）の推進～

人材の
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左から、宮地洋安 教頭、西岡誠 校長、機械造船科 十亀伸二 先生

カリキュラムの一つ「匠の技継承講座」では造船会社の職員の技術を間近で
体験。また、直接指導も受ける。

実習棟も実際の造船会社と同じ設備を導入。
現場に近い環境になるよう考えられている。

父が地元の造船会社に勤めていて、自分も同
じ会社で働いてみたいと思い、この科を選びまし
た。地元の造船会社のイベントで船造りに興味を
持ったことも大きいですね。高校に入学した時は、

「やっと好きなことが学べる」と嬉しい気持ちでし
たが、実際に勉強してみると、船の構造がとても
複雑なことに驚きました。

将来は、まわりの人に頼られる技術者になりた
いと思っています。そのためにも、より詳しい知
識や経験を積んでいきたいです。

いつかは人々に頼られる技術者に

生徒に聞く！

村上竜斗さん
（機械造船科2年生）


